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２概要

３到達目標・方法

市民アンケートの結果、睡眠による休養が「とれていない」と回答した人の割合
は、男女ともに、30・40・50歳代で高く、働く世代の課題である。
睡眠休養感は脳・心身健康、幸福感、ウエルビーイングとも密接に関連。

WEB問診により受診者の睡眠状態を診断し、快眠セミナーの受講につなげる。
快眠セミナーでは、睡眠改善法のアドバイスや行動変容を促進し、睡眠に関する
生活習慣や心身の健康状態を改善する。
令和７年度は、健康づくり推進事業所（※）の社員を対象とし、働く世代の健康
づくりとともに、事業所の経営面の効果をも高める。

令和６年度COMMONプロジェクトにおいては、約９割の人が行動変容し睡眠の質も改善、５割以上の人が睡
眠改善を実感し、疲労、眠気、仕事のパフォーマンスや健康状態も改善した。
研究成果を活かし、市医療保健課の事業として実施することで、広く市民の睡眠に関する生活習慣や心身健康
を改善する。
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➡診断結果（改善状況の確認）

※ 健康づくり推進事業所
東広島市では、働く人の健康づ

くりを推進するため、職場で健康
づくりを実践する事業所を募集し、
支援しています。これにエント
リーしている事業所を「健康づく
り推進事業所」と呼び、市から、
健康情報提供、無料健康講座、相
談支援、認定マーク提供、市長表
彰等を行っています。

Ｒ７共同事業型 睡眠測定分析による睡眠マネジメントの効果検証


